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ビタミンB1アルカリ処理物の静菌作用

（予　報）

寺島一郎・守田良子

　私共は今回，ビタミンB1塩酸塩（以下B1－

HC1と略称）に2当量の苛性ソーダを加えた溶

液を室温に放置した場合，周知の如くSB1の結

晶を生ずると共に，好気性胞子菌に対して弱い

けれども，はっきりした静菌作用の現れること

を認めた。まだその静菌物質を完全には分難す

るに至らないが，このような事実は単に一つの

珍奇な現象としても興味あるものと考え，ここ

にその事実を予報として述べる次第である。

実 験

I　B1アルカリ処理液が静菌作用を有する事

　実について

　B1－HCI　O．179を水0．3mlに溶解し，4N苛性

ソーダ0．25mlを加え，室温に放置すると数日

にして結晶を析出する。濾別した結晶は水で洗

い，アルコールより再結しSB1であることを

確認した。即ちmp．239°C，標品と混融して

融点降下せず。またB1のアルカリ処理液を中

和し，注意深くPHを7附近に調整したものに

ついて静菌テストを行った。即ちペプトン水に

供試中和液を第1表に示すように加え，B．㏄r－

eus　OM－2の菌懸濁液を1滴つつ接種して37°C

に培養し，培地の潤濁を観察した。対照として

は無添加のもの（1）と，前記と同様の割合の

B1－HClと苛性ソーダの混合液を，混合直後に

中和したもの（皿）とを用いた。

第1表 B1アルカリ処理物の静菌テスト

ぽ蕊詔瓢プト鴻）

区　　分 霧添僅 試験管

番　　号

対　　照（工）

対　　照（皿） 0．5

0．1

0．25

0．4

0．5

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

涌 濁

24時間　　48　〃　　72　〃

十

十

十

十

十

十

十

十

対照（皿）には，B1とアルカリを混合，即時中和した液を加う。

その結果第1表に示すように，対照が何れも溜

濁を生ずるのに対し，B1アルカリ処理液を或程

度以上加えた場合は，菌の増殖が認められず透

明であった。また別の方法として，上記B1アル

カリ処理液（中和）を小濾紙片にぬり，含菌寒

天上におき，暫時の後これを取り去り，37°C

の培養を行うと写真1に示すように明瞭な菌発

育阻止斑を認めた（写真中T）。対照（写真中

C）は第1表の対照（皿）と同じ意味のものであ

るが，この場合は全く阻止斑を認めなかった。

なおこの方法で供試菌としてB．pantothenticus

NN（魚肉ソーセージ軟化菌）およびB．　thia一
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minolyticus　Matsukawa　et　Misawa（アノイ

リナーゼ菌）についても実験したが，同様の結

果を得ることは同写真に示す通りである。

II　B1アルカリ分解物の静菌作用の有無に

　　ついて

　B1のアルカリ性の下における分解生成物に

ついては，松川氏（1）によるSBllの発見以来，

B1－thiazolone，（2）Pyrimido－diazepine体（3）

等多数の報告があるが，その概要は第2表のよ

うであると考える。我々も次項で述べるB1ア

ルカリ処理物の分別実験の途中，SB1および

Diazepine体をそれぞれ結晶として分難するこ

とができた。表に示された各物質の純品につい

て，前項で述べた濾紙法によってB．cereus

OM－2に対する静菌の有無をテストした結果，

γ．acetoγ一mercapto　propyl　alcoholのほかは

何れも陰性であった。　γ一acetoγ一me㏄apto

propyl　alcoholの標品はやや不純で，恐らく酸

化型を含むものと思われるが，はっきりした静

菌作用が認められた。

第2表 既知B1アルカリ分解物の静菌の有無

供 試 標 品 融点（C） 静菌の有無

1．　SB1

2．　Pyrimido－diazepine

3．　B1－thiazolone

4．　B仁disulfide

5．thi㏄hrome（塩酸塩）

6．2－methyl　4－amino　5－aminomethyl

　　pyrimidine（塩酸塩）

7．　γ一acetoγ一mercapto　propyl　alcohol＊

　239°

171°～1720

　233°

　175°

235°～2360

　268°

黄色油状

な　し

〃

〃

〃

〃

〃

有　り

＊　酸化体を爽雑すると思われる。

III　B1アルカリ処理物のBioautographyに

　　ついて

やや多量のB1－HC1（約309）を使用し，前

記と同様の割合でアルカリ処理を行い，次のよ

うな順序で分別を行い，静菌の分布を濾紙法で

しらべてみた。

B1アルカリ＿
処　理　物

（SB1）

　　　　　　　一石油ベンジンエキス

　　酢酸エチル
　　　　　　ー一ベンゼンエキス
『エキス
　　　　　　　ークロロホルムエキス

　　　　　　　　　ー酢酸エチルエキス
　　　　酸性（HCI）

一
水層　　　　　　　　　　　　　　一エタノールエキス
　　　　　　　　　　　　　　乾固
　　　　　　　　　＿水　層

　　　　　　（S）　　　　　　　　＿残　　　渣

この分別方法による時は，酢酸エチルエキスに

も，また水層にも両方に静菌は分配されるが，

水層を蒸発乾固したものを純アルコールで処理

して得られる白色残渣iには全く静菌作用が認め

られなかった。この白色粉は薬局法によってB1

純度を検すると55％を示し，未反応B1を主と

するものであることが知られる。SB1を濾去し

たB1アルカリ処理液をそのまま　（PH約9）
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酢酸エチルで抽出して得られるエキス（但し，

アルコールで処理してSB1を除く）をペーパー

クロマトに附し，アンモニヤ性ブタノール（n－

BuOH　7，0．5N　NH40H　2，　EtOH　1）で展開

後，自然光でみて黄色に見える部分，および紫

外線で螢光或は吸収像を示す部分等にしるしを

つけ，更に含菌寒天（B．cereus　OM－2）上に

貼り，はがした後培養し静菌の存在位置を求め

た。その結果は写真2（a）に示すようで，Rf

O．6～0．7位の位置に生育阻止斑を認め，その位

置は略々黄色部に一致することを認めた。黄色

部に隣接する螢光部には静菌が認められなかっ

た。

　次にこの酢酸エチルエキスを乾燥後，石油ベ

ンジン，ベンゼンおよびクロロホルムで順次抽

出を試みたが，ベンゼン抽出物はきれいな黄色

を呈し，またその残渣は殆どクロロホルムに溶

解し，おなじく黄色を呈した。これら3種の溶

媒によるエキスを前記と同様にしてBioauto－

graphyに附した結果，ベンゼンエキスに比較

的強く静菌のあらわれることを認め，且つこの

場合も生育阻止斑はペーパークロマト上；黄色

部と一致することが再認された（写真2（b））。

よってベンゼンエキス（但しアルコール処理し

てDiazepine体を除く）をアルミナカラムに

加え，クロロホルムにより展開し，黄色物質を

目標にその分離を企てた。この分離操作は全般

的には成功したとは言い難いが，少くとも一番

はやく展開されてくる黄色物質は，恐らくγ一

acetoγ一mercapto　propyl　alcoholと推定され

る。何故ならば，次図のようにそのものの紫

外部吸収曲線（A）とγ一acetoγ一mercapto　pro一

oo
ノ〃

．∂

　2〃

汲長γ
〃

pyl　alcoholのそれ（B）とを比較すると，何れ

も著しい吸収の山はないながらも，お互に略々

平行関係があり，またかなり強い特有の臭気を

認めたからである。アルミナカラムによるクロ

マトによって，その他にも黄色層を分離し得た

が，これらは単一・とは言い難く更に精製を要す

ると思われる。

考 察

　実験1の経過によって，B1に2当量の苛性

ソーダを加え，室温に放置した溶液は，供試胞

子菌に対し弱いけれども，はっきりした静菌作

用を呈することが示されたと信ずる。また実験

皿におけるBioautographyの結果も，静菌作

用の存在の事実を確認させる。B1アルカリ分

解物として知られる各種既知物質の標品中，

γ一acetoγ一mercapto　propyl　alcoholが唯一つ

静菌作用を有しており，また実験皿において不

充分ながらB1アルカリ処理物中より該メルカ

プタンと思われる物質を分離できたから，B1ア

ルカリ処理物中の静菌物質の少くとも一部は，

7－acetoγ一mercapto　propyl　alcoholであるが，

全部そのものに帰せられるかどうかについて

は，なお疑問があり，今後我々はその点を明ら

かにしたいと考える。γ一acetoγ一mercaPto

propyl　alcoholが微生物に対して増殖抑制作用

を有することは，川崎ら（4）が，L．　fermentiお

よびKI．　apiculataについて認めているが，胞

子菌については言及していない。

要 約

（1）ビタミンB1に2当量の苛性ソーダを加え，

室温に放置すると，供試好気性胞子菌に対し，

弱いけれども，はっきりした静菌作用を呈する

に至る事実を示した。

②　B1のアルカリ分解物として既知標品数種

のうちr－acetoγ一mercapto　propyl　alcoholだ

けがその静菌作用を呈することを認めた。

　本報は日本食品衛生学会第7回学術講演会（

昭和39年5月16日，名古屋）で発表。終りに実
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験に供したB1アルカリ分解物の標品は富山市

金剛化学株式会社の御好意により提供されたも

ので厚く感謝の意を表します。
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Bacteriostatic　Action　of　Alkali－treated　Vitamin　B1

Ichiro　TERAJIMA　and　Ryoko　MORITA

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

（1）It　was　demonstrated　that　vitamin　BI　solution　treated　with　2　equivalents　of　NaOH

　under　room　temperature　for　a　few　days　had　weak，　but　distinct　bacteriostatic　action

　for　some　aerobic　spore－forming　bacilli．

（2）Several　samples　of　known　products　of　diss㏄iation，　by　alkali，　of　vitamin　BI　were

　tested，　and　r－aceto　r－mercapto　propyl　alcohol　was　found　to　be　the　only　one　showing

　bacteriostatic　action．


